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【ロバストネスについて考える】 
多様性の意味はなにか？ 一般

には、生物の多様性とは、生物の

生存戦略として、多様な形態や環

境適応能力を持つ生物がいること

で、いろいろな危機に対し、どこ

かに生き残っていく種が存在する

ための、つまりは、生物が全滅し

ない戦略の一環が生物多様性だと。

しかし、ただ単に種の数が多いだ

けでは生態系は安定しているとは

言えず、特に、生態系を構成して

いる種の中にキー(要)になる種が
あり、それが何らかの影響を受け

絶滅すると連鎖的に生態系が崩壊

することもあるということで、こ

の場合は、逆に、単調な種で構成

されている生態系より脆弱な場合

があるといわれています。このよ

うに、本来の多様性の機能を持っ

たシステムとなるためには、弱点

をなるべく持たないような生物ど

うしの関係性をつくりあげた多様

性が必要で、不思議なことに自然

の摂理は、棲み分け等によりこれ

を成し遂げているらしいというと

ころに、単に適者生存を基本とし

た「進化」だけでなく、さらに深

く強力な仕組みが存在しているの

ではと考えられます。 
この多様性、あるいは冗長性と

言われるような、いろいろな危機

に対し（その中には想像を超えた

ものも含まれますが）、システムが

持っている機能を維持する能力の

ことを「ロバストネス」と呼び、

その力を高めることを「ロバスト

ネスを向上させる」といいます。 
 
今回の被災のすごさを目にし、

あらためて自然と人工の違いを感

じてしまいました。人工的なもの、

つまりは人間が作り出してきたも

のは、目的や機能を限定し、それ

に合わせた手段や方法を選択し、

効率的に作り上げてきました。逆

にいえば、このように目的・機能

と手段・方法がセットになってい

るものを人工物と呼ぶのでしょう。 
したがって、この人工的なシス

テムは、より高度になればなるほ

ど、脆弱になる性格があります。

目的と手段により構築されたとこ

ろに、まったく目的とは異なった

外力が一方的に加わるのですから、

目的を達成するために作られた施

設は、その外力に対し無力です。

そのため、リスクマネジメントと

称して、いろいろなリスクを想定

し、そのリスクを軽減する対策を

取るのですが、人間の想像力を超

えた事象が起きれば、当然、対応

できず、一方的に破壊されて、機

能ダウンしてしまいます。 
今回の超巨大地震と大津波によ

り、太平洋沿岸の部品工場が被災

し、直接には、まったく影響を受

けていない組み立て工場の稼働が

できなくなったという話が次から

次に出てきています。部品工場を、

特定の場所に集中してしまい、供

給できなくなったということ。も

う一つは、流通革命により在庫を

抱える倉庫という概念をなくし、

材料、部品等の調達は、必要とす

る時間に必要なだけ調達すること

で、余分な在庫をなくしたことに

より、あっという間に操業停止に

追い込まれたということ。仮に、

流通革命以前であれば、当分の部

品の在庫を抱えていれば、しばら

くは、企業活動を継続できたかと

思われます。想像を超えた災害が

こなければ、部品工場の集約化や

在庫を抱えない流通システムの二

つの取り組みは、コスト縮減に大

いに寄与していました。しかし一

方で、脆弱性（ﾌﾗｼﾞｬｲﾙな性格）を

高めていたという現実があったの

です。現在の日本社会の素晴らし

い点としてあげられてきた「改善」

の効果が、今回の災害により、被

害をより拡大したということもあ

るかもしれません。しかし、これ

は前述した人工物の定めかもしれ

ません。多少のリスク回避はでき

たかもしれませんが、価格競争の

厳しい市場社会を行く抜くために

は、やむえない行動であった思い

ます。それでは、今後は、どうす

るのか。 
今回の紹介本は、生物や人間の

体の自然界の持つしたたかな戦略

について紹介した本です。このし

たたかさを人工的な活動に取り入

れ、社会システムが持っている機

能を維持する能力を高め、しぶと

く、たくましく、かつ、賢く進化

する日本の風景を再び、再生させ

る必要があるのではないかと思い

ます。その方法は今から考えなけ

ればいけませんが、今回の復興計

画では、ロバストネスを向上させ

た地域づくりも一つの大きなテー

マとなるのではと思います。【あと

1回続く。次回は、最終回です。】 
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未曾有な大災害から、もう 17日が経過しましたが、福島原発の事故は一
向に収まる気配もなく、また、行方不明者の数も把握できない混乱した状況
が依然として続いています。直接の被害は受けなくても、家電メーカーのよ
うに部品の供給が見通しが立たなく生産ストップしたりと、その影響は、
次々と拡散している傾向さえあります。どうしてこんなことに、・・・・ 
・・ 

生物の多様性が大切だと議論した「生物多様性戦略 COP10」が、去年の 10月でした 

 


